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１１ .. はじめにはじめに

　自治体防災担当職員に対する実践的対応力の強化は重要　自治体防災担当職員に対する実践的対応力の強化は重要

な課題な課題１）１）となっている．となっている．多くの防災担当職員が２～３年の多くの防災担当職員が２～３年の

ローテーションで替わることや災害の発生頻度の低さもあって，ローテーションで替わることや災害の発生頻度の低さもあって，

実際に災害を経験することは難しい．実際に災害を経験することは難しい．そのため，そのため，危機や災危機や災

害への対応能力を向上させるため，害への対応能力を向上させるため，いくつかの訓練手法がいくつかの訓練手法が

開発され実用化開発され実用化例えば２），例えば２），３）３）されている．されている．しかしこれらは，しかしこれらは，訓練訓練

の準備，の準備，実施から訓練後の評価まで多くの手間と時間が必実施から訓練後の評価まで多くの手間と時間が必

要であり，要であり，実施に要するハードルも高い．実施に要するハードルも高い．そこで本研究でそこで本研究で

は，は，既存の訓練手法の長所を生かしつつ，既存の訓練手法の長所を生かしつつ，コンピュータをコンピュータを

導入した災害対応演習システムの開発を試みる．導入した災害対応演習システムの開発を試みる．本稿では，本稿では，

防災担当職員向けの研修に活用できる，防災担当職員向けの研修に活用できる，災害対応演習シス災害対応演習シス

テムの開発に向けた検討と開発方針について報告する．テムの開発に向けた検討と開発方針について報告する．

２．２．コンピュータを用いたシステム開発の意義コンピュータを用いたシステム開発の意義

　コンピュータを用いた演習システム開発の意義について考え　コンピュータを用いた演習システム開発の意義について考え

てみる．てみる．一般的な図上訓練一般的な図上訓練 （以下，（以下，アナログ訓練手法と呼アナログ訓練手法と呼

ぶ）ぶ）が充実している現状において，が充実している現状において，あえてノウハウの蓄積，あえてノウハウの蓄積，

実績のないコンピュータを用いた演習システムを開発する意義実績のないコンピュータを用いた演習システムを開発する意義

は，は，以下の２つに集約されるだろう．以下の２つに集約されるだろう．①実績のあるアナログ①実績のあるアナログ

訓練手法の一部をデジタル化訓練手法の一部をデジタル化：：アナログ訓練手法の欠点をアナログ訓練手法の欠点を

補いつつデジタル化の長所を生かすシステムの開発である．補いつつデジタル化の長所を生かすシステムの開発である．

すなわち，すなわち，アナログ訓練手法の欠点であるアナログ訓練手法の欠点である 「訓練実施後に「訓練実施後に

状況付与票や対応票の回収および分析の困難さ」，状況付与票や対応票の回収および分析の困難さ」，「訓練を「訓練を

実施するための事前準備作業の繁雑さ」，実施するための事前準備作業の繁雑さ」，「訓練実施時間の「訓練実施時間の

管理」管理」等，等，を軽減，を軽減，容易にするものである．容易にするものである．②コンピュー②コンピュー

タにしかできない機能を全面に出した演習システムの開発タにしかできない機能を全面に出した演習システムの開発：：

コンピュータの長所である，コンピュータの長所である，ビジュアルで効果的な画像，ビジュアルで効果的な画像，映映

像を積極的に利用し，像を積極的に利用し，自らの対応によってシナリオが自在に自らの対応によってシナリオが自在に

変化する，変化する，訓練シミュレータの開発である．訓練シミュレータの開発である．

　本研究ではアナログ訓練ノウハウをベースとして，　本研究ではアナログ訓練ノウハウをベースとして，研修用研修用

途に適した演習システムを開発することを目指す．途に適した演習システムを開発することを目指す．なお，なお，シシ

ステムは汎用的なものであり，ステムは汎用的なものであり，シナリオを変更することで研修シナリオを変更することで研修

の用途やニーズに応じた演習が可能である．の用途やニーズに応じた演習が可能である．

３３ .. 演習の前提，演習の前提，目的と効用目的と効用

　本研究では演習の対象者は都道府県，　本研究では演習の対象者は都道府県，市町村の防災担市町村の防災担

当者とし，当者とし，両者が混在していることを想定し，両者が混在していることを想定し，想定シナリオも想定シナリオも

それに対応したものとする．それに対応したものとする．演習の目的と効用について，演習の目的と効用について，以以

下に列挙する．下に列挙する．1)1)災害による被害や社会状況が具体的にイ災害による被害や社会状況が具体的にイ

メージされるようになり，メージされるようになり，災害対策本部の状況などを模擬的災害対策本部の状況などを模擬的

に体験できる．に体験できる． 2)2)初動時の限られた情報に基づく被害の予初動時の限られた情報に基づく被害の予

測，測，あいまいな情報の伝達などの災害時の情報収集あいまいな情報の伝達などの災害時の情報収集・・伝達伝達

のポイント，のポイント，最悪の事態を想定した先手を打った対応等の意最悪の事態を想定した先手を打った対応等の意

思決定について訓練することができる．思決定について訓練することができる． 3)3)応急対策の実施応急対策の実施

手順や役割分担の確認ができる．手順や役割分担の確認ができる．4)4)自治体間や防災関係機自治体間や防災関係機

関の連絡調整の問題点や課題について学ぶことができる．関の連絡調整の問題点や課題について学ぶことができる．

5)5)図上訓練の効果について正しく認識し，図上訓練の効果について正しく認識し，訓練を企画する訓練を企画する

ための素養を身につけることができる．ための素養を身につけることができる．

４４ .. システム概要システム概要

　演習システムは，　演習システムは，図１図１に示される演習管理者と複数の参加に示される演習管理者と複数の参加

者グループの端末で構成される．者グループの端末で構成される．演習参加者の端末には，演習参加者の端末には，

ノートパソコンを２台から３台設置し，ノートパソコンを２台から３台設置し，状況付与，状況付与，被害状況の被害状況の

映像，映像，他グループへの問い合わせ他グループへの問い合わせ・・要請等，要請等，資源一覧，資源一覧，

地図，地図，シミュレーション時刻の画面で構成されているシミュレーション時刻の画面で構成されている（（図２図２）．）．

状況付与は，状況付与は，項目，項目，提供時間でデーターベース化し，提供時間でデーターベース化し，自自

動的に端末に配信される．動的に端末に配信される．また，また，参加者グループの対応状参加者グループの対応状

況はデータベースに対応時刻とともにログとして蓄積される．況はデータベースに対応時刻とともにログとして蓄積される．

５５ .. 演習シナリオ演習シナリオ

(1) (1) 演習対象地域演習対象地域

　演習の対象地域については，　演習の対象地域については，演習の汎用性を持たせるた演習の汎用性を持たせるた

め，め，仮想モデル地域を設定する．仮想モデル地域を設定する．仮想モデル地域は，仮想モデル地域は，兵兵

庫県及び関西圏の府県市の現況を元とする仮想の自治体か庫県及び関西圏の府県市の現況を元とする仮想の自治体か

らなるモデルを設定するらなるモデルを設定する（（図３図３）．）．仮想自治体の中には，仮想自治体の中には，イイ

ンフラ施設，ンフラ施設，災害対策関係施設等を設定し，災害対策関係施設等を設定し，実際の市町の実際の市町の

現況を参考にする．現況を参考にする．また，また，併せて仮想自治体における地域併せて仮想自治体における地域

防災計画，防災計画，災害対策資源も設定する．災害対策資源も設定する．

(2) (2) シナリオ概要シナリオ概要

　災害規模は，　災害規模は，都市直下で発生するＭ７クラスの地震を対象都市直下で発生するＭ７クラスの地震を対象

とするとする（最大震度が６強から７になる地域が存在する）．（最大震度が６強から７になる地域が存在する）．被害被害

状況や社会状況の設定は，状況や社会状況の設定は，基本的に阪神基本的に阪神・・淡路大震災の淡路大震災の

状況を参考にし，状況を参考にし，適宜他の地震災害の事例や既存の被害適宜他の地震災害の事例や既存の被害

想定結果等を取り入れる．想定結果等を取り入れる．

(3) (3) 演習対象フェーズ演習対象フェーズ

　訓練の対象時期は，　訓練の対象時期は，「発災から３日目程度」「発災から３日目程度」（応急対策が（応急対策が

主体となる時期）主体となる時期）とし，とし，対象とするフェーズを以下の３つに区対象とするフェーズを以下の３つに区

分する．分する．「フェーズ１「フェーズ１：：発災～発災～2, 32, 3時間後まで時間後まで （発災時の混（発災時の混

乱期）」，乱期）」，「フェーズ２「フェーズ２：：発災発災2, 32, 3 時間～発災時間～発災2424時間後まで時間後まで

（救命活動が主となる時期）」，（救命活動が主となる時期）」，「フェーズ３「フェーズ３：：発災発災 2424時間後時間後

～発災３日後まで～発災３日後まで （生活の維持が主となる時期）」（生活の維持が主となる時期）」

(4) (4) 対応行動によるシナリオの分岐対応行動によるシナリオの分岐・・変化変化

　演習を行う中で，　演習を行う中で，取った行動の選択取った行動の選択（意思決定）（意思決定）によって，によって，

その後のシナリオが変化する仕組み一部設定する．その後のシナリオが変化する仕組み一部設定する．変化を変化を

与える仕組みとして，与える仕組みとして，以下の２つのパターンを考慮する．以下の２つのパターンを考慮する．1)1)
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図２図２  演習参加者端末画面イメージ演習参加者端末画面イメージ

図３図３  仮想自治体の設定仮想自治体の設定
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図１図１  演習管理者と受講者の関係演習管理者と受講者の関係
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一部の情報については，一部の情報については，情報収集活動情報収集活動 （関係機関への被（関係機関への被

害提供要請，害提供要請，被害調査要員の派遣等）被害調査要員の派遣等）を行った場合にのみを行った場合にのみ

入手できるようにする入手できるようにする（情報収集活動を行わない場合は，（情報収集活動を行わない場合は，入入

手できないか，手できないか，入手が大幅に遅れるよう設定する）．入手が大幅に遅れるよう設定する）．2)2)対策対策

実施が遅れた場合には，実施が遅れた場合には，住民や関係機関等から苦情，住民や関係機関等から苦情，要要

望が多発するようにする．望が多発するようにする．

(5) (5) 演習グループの設定演習グループの設定

　各仮想自治体における　各仮想自治体における 「災害対策本部」「災害対策本部」を演習グループを演習グループ

の設定の設定・・役割とする．役割とする．演習用の演習用の 「災害対策本部」「災害対策本部」は，は，災災

害対策本部長害対策本部長 （首長）（首長）を補佐して，を補佐して，全体的な災害対策実施全体的な災害対策実施

の意志決定を行う役割とする．の意志決定を行う役割とする．直接の災害対策は，直接の災害対策は，自治体自治体

内の各実働班や現地部隊が行うものとし，内の各実働班や現地部隊が行うものとし，このこの「災害対策本「災害対策本

部」部」はこれらに対する指示を行う機能に限定する．はこれらに対する指示を行う機能に限定する．演習用の演習用の

「災害対策本部」「災害対策本部」内の役割分担は，内の役割分担は，部局別に分けるのでは部局別に分けるのでは

なく，なく，災害対策本部自体の機能別災害対策本部自体の機能別 （「情報収集（「情報収集・・処理班」，処理班」，

「活動調整班」，「活動調整班」，「対策資源調整班」「対策資源調整班」等）等）で分ける．で分ける．

(6) (6) 受講者のレベルと演習内容受講者のレベルと演習内容

　訓練参加者のレベルにより，　訓練参加者のレベルにより，対象とする応急対策の項目，対象とする応急対策の項目，

シナリオ，シナリオ，付与情報に変化を加える付与情報に変化を加える（別紙②参照）．（別紙②参照）．訓練自訓練自

体の進行状況により，体の進行状況により，シナリオの一部を変更したり，シナリオの一部を変更したり，付与す付与す

る内容を変更できるようにする．る内容を変更できるようにする．

(7) (7) 演習の全体カリキュラムについて演習の全体カリキュラムについて

　演習のより効果的に実施するため，　演習のより効果的に実施するため，演習実施の準備として演習実施の準備として

事前説明を行う．事前説明を行う．また，また，演習後に，演習後に，研修者と訓練管理者に研修者と訓練管理者に

よる演習結果の評価を行う．よる演習結果の評価を行う．

(8) (8) 演習の進め方演習の進め方

　演習の進め方は　演習の進め方は図４図４に示されるように，に示されるように，①事前説明，①事前説明，②グ②グ

ループ内ディスカッション，ループ内ディスカッション，③演習実施，③演習実施，④演習結果につい④演習結果につい

てグループ内討議，てグループ内討議，⑤全体討議で構成されている．⑤全体討議で構成されている．演習シ演習シ

ステムは，ステムは，演習を効果的に進めるための支援ツールとして位演習を効果的に進めるための支援ツールとして位

置づける．置づける．

６．６．演習の評価方法演習の評価方法

　研修として図上訓練を実施するため，　研修として図上訓練を実施するため，演習の評価は非常に演習の評価は非常に

重要である重要である（この点は，（この点は，既存の組織を対象とした図上訓練の既存の組織を対象とした図上訓練の

実施とは異なる）．実施とは異なる）．評価にあたっては，評価にあたっては，以下の項目に留意す以下の項目に留意す

ることとする．ることとする．1)1)課題や検討項目のチェックリストを事前に作成課題や検討項目のチェックリストを事前に作成

しておき，しておき，図上訓練後にグループ内および全体討論での議図上訓練後にグループ内および全体討論での議

論，論，自己評価のための材料とする．自己評価のための材料とする．2)2)課題や検討項目に対課題や検討項目に対

する模範解答や，する模範解答や，基本的な判断や考え方を準備しておく．基本的な判断や考え方を準備しておく．まま

た，た，演習で各グループが判断に至った過程を明らかにし，演習で各グループが判断に至った過程を明らかにし，そそ

の判断プロセスの妥当性の判断プロセスの妥当性・・問題点を検討する．問題点を検討する．

７７ .. まとめまとめ

　現在，　現在，システムのプロトタイプを作成中であり，システムのプロトタイプを作成中であり，プロトタイプロトタイ

プの紹介および演習実施結果については，プの紹介および演習実施結果については，年次講演会にて年次講演会にて

発表する予定である．発表する予定である．　　
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